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１．三条改正に伴う変更

理事長

立教大学総長

原子力研究所長

安全委員会

管理室長

原子炉施設統括本部

保安監督者

理事長がマネジメントレビューを行う
内部監査員は内部監査実施時に理事長が任命

補佐、審議

選任要件：炉主任、RI１、
核燃主任に、技術士を追加

（既存組織）

（１）経営責任者のリーダーシップ
品管規則に従い、次の図に示す組織によって、品質マネジメントシステム

を確立し、運用し、改善する。

品質マネジメントシステム管理責任者



（２）検査員の独立性
第２２条第４項（下線部）のとおり規定する。

（定期事業者検査）
第２２条 所長は，試験炉規則の定めるところに従って，性能維持施設につい
て，定期事業者検査を実施しなければならない。
２ 室長は，検査の時期，対象，方法その他必要な事項を定めた定期事業者検
査実施要領書を作成し，保安監督者の同意及び所長の承認を得なければならな
い。
３ 所長は，検査の方法を変更する場合には，その変更について，安全委員会
に諮問しなければならない。
４ 所長は，保安監督者及び室長以外の要員であって定期事業者検査の対象と
なる施設の保修又は点検に関与していないものから検査員を任じ，当該要員の
他の業務に関わらず，検査に必要な権限を与える。
５ 室長は，試験炉規則に定められた記録を作成し，検査結果を保安監督者及
び所長に報告しなければならない。
６ 室長は記録を試験炉規則に定められた期間保存しなければならない。
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２．三条改正に伴わない立教炉固有の変更
（１）放射性固体廃棄物の管理
・第２９条の３（放射性固体廃棄物の保管状況の検査と巡視）を新設し、検査と巡
視を規定

・第２７条（固体廃棄物の区分、保管場所及び保管容量）に１項目を新設し、放射
性固体廃棄物管理に関する二次文書制定を規定

（２）放射能濃度の確認の追加
・第２７条（固体廃棄物の区分、保管場所及び保管容量）に２項目を新設し、放射
能濃度の確認を受ける場合の手続きを規定

（３）線量限度の変更等
・特別措置を必要とする線量率を 1 mSv/hrから25 μSv/hr（1 mSv/wkに相当）に訂
正（第７表）

・電離則改正を反映し水晶体の線量限度を（令和３年４月１日より）変更（第８
表）

・妊娠する可能性がないと診断された女性の放射線業務従事者の緊急作業従事を追
加（第５６条）

（４）記載の適正化・明確化
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